
【会 場】 富山県民会館 ５０９号室 （富山市新総曲輪4番18号）
【定 員】 １０名程度 （企業の参加優先）
【受講料】 無 料
【申込〆切】 ６月２５日（月）
【プログラム】

医療機器産業への参入のかたち ～自社の技術の展開の可能性を考える～
13:30～13:35  開会挨拶

13:35～13:55  イントロダクション「医療機器産業ってどんなところ？」
株式会社日本医工研究所 取締役 師田 和子氏

13:55～14:45  「うちの会社の技術は医療機器に活かせるの？」
株式会社日本医工研究所 テクニカルアドバイザー 菊地 孝仁氏

(休憩)

14:50～15:30  「意外に簡単！？参入の道筋とは？」
株式会社日本医工研究所 テクニカルアドバイザー 菊地 孝仁氏

15:30～15:40  質疑応答
15:40～16:00  名刺交換、個別相談

※本セミナーの運営は、株式会社日本医工研究所に委託しております。

平成30年 6月 29日 （金） 13:30～16：00

【経歴】
コンサルティング会社で製造業を中心
に戦略策定から製造現場の改善まで
幅広く支援。現在は医療機器産業
への参入を支援。

株式会社日本医工研究所

テクニカルアドバイザー 菊地 孝仁氏

【経歴】
医療機器メーカーで工場長を経験し
た後、独立・開業。中小企業向けの
コンサルティングや技術士試験対策
の講師など活躍中。

【概要】
これまで全国30地域の自治体と一緒に、医療機
器産業への参入を支援してきた実績をもとに、異業
種から参入する企業が知りたい医療機器産業の実
情を紹介します。

【概要】
自社の技術で何が作れるのか？自社の生産設備
やコア技術、マネジメント体制を見ると、どのような参
入のかたちが考えられるのか？ワークショップを通じて
自社の方向性を考えます。

【主催、お申込み・お問い合わせ先】

公益財団法人富山県新世紀産業機構 イノベーション推進センター 連携促進課

とやま医薬工連携研究会 田口 まで

〒930-0866 富山市高田529番地 e-mail : s.taguchi@tonio.or.jp

TEL 076-444-5636 FAX 076-433-4207 全４回の内容は次頁です

株式会社日本医工研究所

取締役 師田 和子氏

第1回 医療機器開発支援セミナー

平成30年度 医薬工連携イノベーション創出支援事業（とやま医薬工連携研究会）

富山県新世紀産業機構は「とやま医薬工連携研究会」の活動を通じ、産学官連携による県内ものづくり
企業の医療機器等分野への新規参入や製品開発を支援しております。
このたび、当研究会活動の一環として、少人数のワークショップ形式のセミナーを全4回開催いたしますので
ご案内申し上げます。

講師の紹介

菊地 孝仁
（きくち たかひと）

（株）日本医工研究所

テクニカル アドバイザー



▽第1回 申込〆切6/25(月)

平成30年6月29日（金）13:30-16:00 (個別相談を含む)

富山県民会館 509号室
（概要）なぜ医療機器産業への参入を目指すのか？どうやって参入するのか？どんな準備が必要なのか？これまでに全
国30地域の自治体と一緒に、医療機器産業への参入を支援してきた実績を参考に、参入のポイントを紹介します。セミ
ナーでは、ワークショップを通じて、自社の技術の医療機器への展開の可能性、取組みの方向性を考えます。

イントロダクション「医療機器産業ってどんなところ？」
株式会社日本医工研究所 取締役 師田 和子氏

「うちの会社の技術は医療機器に活かせるの？」
株式会社日本医工研究所 テクニカルアドバイザー 菊地 孝仁氏

「意外に簡単！？参入の道筋とは？」

株式会社日本医工研究所 テクニカルアドバイザー 菊地 孝仁氏

▽第3回

平成30年10月3日（水）13:30-15:35 (個別相談を含む）

富山県民会館 509号室
（概要）医工連携に積極的な医療機器メーカー、ディーラーを講師に招き、受講生のPR発表について良い点、改善すべ
き点をコメントします。受講生には、事前に、 A4用紙１枚で自社の魅力を説明する発表資料を作成いただき、当日は１
社ごとに発表いただきます。第一線で活躍している医療機器メーカー、ディーラーとの交流の機会をご活用ください。

「医療機器メーカーとの双方向の対話」
一般社団法人日本医工ものづくりコモンズ 専務理事 柏野 聡彦氏

株式会社フジタ医科器械 代表取締役社長 前多 宏信氏

株式会社常光 医療機器・診断薬事業本部 営業サービス部学術マーケティング課 課長 薬袋 博信氏

▽第2回

平成30年7月30日（月）13:30-15:50 (個別相談を含む)

富山国際会議場 206号室
（概要）医療機器産業への参入のきっかけをつかむためには、医療機器メーカーに自社の魅力を知ってもらうことが重要で
す。PRのポイントの紹介に加え、実際に行政の支援策を活用しながら医療機器メーカーとの協業の機会を得て、参入を果

たした企業の事例を紹介します。

「医療分野で自社の良いところを伝える・見せる」
一般社団法人日本医工ものづくりコモンズ 専務理事 柏野 聡彦氏

「医療分野への挑戦 ～ものづくり企業から医療機器メーカーへ～」
東栄化学工業株式会社 取締役 関 康貴氏

▽特別講座 医療者・医療機器メーカーとの連携講座
詳細：近日公開

次回以降はその都度当機構のホームページ及び会員あてメールにてご案内いたします。
詳細については変更になる事があります。


